
一般情報

Description
B-LCL-HROG02は、HROGバイオバンクシリーズに収録されている68歳の白人男性胃がん患者の末梢血から樹立された、ヒトエプスタイン・バーウイルス（EBV）によって形質転換されたBリンパ芽球様細胞株 （B-LCL）であり、HROC大腸がんB-LCLコレクションに対応する胃がんコレクションであるHROGバイオバンクシリーズにおいて、68歳の白人男性胃がん患者の末梢血から樹立されたものである。 EBVを介した初代末梢血Bリンパ球のin vitro不死化により、リンパ芽球様形態を持つ安定的に増殖する浮遊細胞株が樹立された。HROG02細胞は、EBV潜伏抗原（EBNA-1、-2、-3、 LMP-1、-
2）および高レベルのHLAクラスIおよびII分子、共刺激分子CD80およびCD86、接着分子CD54およびCD58、ならびにB細胞マーカーCD19、CD20、CD23を恒常的に発現している。

B-LCL-HROG02は、T細胞およびNK細胞の機能アッセイ、HLAタイピング、混合リンパ球反応、抗原提示の研究、ならびにCTL誘導プロトコルに用いられる。 HROGの患者マッチングバイオバンクにおいて、本株は胃がん研究のための明確な免疫学的基準を提供し、腫瘍関連免疫応答に関する自家または同種研究を可能にします。本株は、胃がん特異的T細胞反応性の調査および胃腫瘍免疫学に関連する患者マッチング免疫アッセイシステムの研究を支援します。

B-LCL-HROG02は、15～20%のFBSを添加したRPMI 1640培地中で、37°C、加湿された5% CO₂雰囲気下で浮遊培養されます。 細胞は2～3日ごとに、2～5 × 10⁵細胞/mlに希釈して継代する。酵素による解離は不要である。このEBV陽性細胞株を用いたすべての作業は、BSL-2の生物安全対策要件、およびEBV形質転換生物材料を規定する適用される機関および国の規制に準拠しなければならない。

Organism 人間

Tissue 末梢血

Disease EBV変異Bリンパ芽球様細胞株（B-LCL）；胃がん関連ドナー

Applications 免疫学研究；T細胞およびNK細胞アッセイ；HLAタイピング；抗原提示に関する研究；混合リンパ球反応；CTLアッセイ用標的細胞；胃がんの免疫学

特徴

Age 68年

Gender 男性

Ethnicity 白人

Morphology リンパ芽球様

Cell type Bリンパ芽球

Growth
properties

サスペンション

規制データ

Citation B-LCL-HROG02（Cytion カタログ番号 302106）

Biosafety level 2

NCBI_TaxID 9606
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GMO Status GMO-S2：このB-LCLには、ウイルスの潜伏期遺伝子（EBNA-1/-2/-3、LMP-1/-2）をコードする、安定的に維持されたEBVエピソームが含まれています。 EBVはリスクグループ2の病原体に分類されています。取り扱いにはBSL-2レベルの封じ込め施設が必要です。この分類はドイツ国内に適用されるものであり、他の管轄区域では規制が異なる場合があります。

生体分子データ

Viruses 形質転換体EBV

ハンドリング

Culture
Medium

RPMI1640、w：2.0mM安定グルタミン、w：2.0g/L NaHCO3（Cytion article number 820700a）

Supplements 培地に15～20％のFBSを添加する

Doubling time 24時間から48時間

Subculturing 2～3日ごとに、あらかじめ温めておいた新鮮な完全培地を用いて、培養液を2～5 × 10⁵ 細胞/mlに希釈してください。最適な密度を維持するため、継代前に生存細胞数を測定してください。 培養液の細胞密度が2 × 10⁶細胞/mlを超えないようにしてください。必要に応じて、遠心分離（300 × g、5分）を行って培地を交換することができます。酵素による細胞の分散処理は必要ありません。

Split ratio 1～4

Seeding
density

2～5 × 10⁵ 細胞/ml

Fluid renewal 2～3日ごと

Freeze
medium

凍結保存培地としては、解凍後の生存率を十分に高めるため、完全増殖培地＋10％DMSOを使用している。
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Thawing and
Culturing Cells 1. 輸送中の最適温度を維持するため、細胞はドライアイスで輸送される。

2. 凍結バイアルを受け取ったら、細胞の完全性を保つために-150℃以下で直ちに保存するか、直ちに培養が必要な場合はステップ3に進む。

3. 直ちに培養する場合は、バイアルを清浄な水と抗菌剤を入れた37℃のウォーターバスに浸し、小さな氷の塊が残るまで40～60秒間静かに撹拌して速やかに融解する。

4. 凍結バイアルを開封する前に70％エタノールで消毒する。

5. 消毒したバイアルを注意深く開け、細胞懸濁液を8mlの室温培養液を入れた15ml遠心チューブに移し、穏やかに混ぜる。

6. 混合物を200 x gで5分間遠心し、凍結培地を含む上清を注意深く捨てる。

7. 解凍後の回収に記載されている手順に従う。

Incubation
Atmosphere 37℃、5%CO2、加湿雰囲気。

Shipping
Conditions 凍結保存された細胞株は、輸送中約-78℃を維持するのに十分な保冷剤とともに、有効な断熱包装でドライアイスとともに輸送される。受領後、直ちに容器を検査し、遅滞なくバイアルを適切な保管場所に移してください。

Storage
Conditions 長期保存の場合、バイアルを-150～-196℃の気相液体窒素に入れる。80℃での保存は、液体窒素に移す前の短い暫定措置としてのみ許容される。

品質管理および分子分析
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